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產
業
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全
社
會
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爲
め
に
勞
働
者
自
身
に
依
彡
て
管
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せ
ら
.れ
組
織
せ
ら
る
>
に
あ
ら
ざ
る
限
ぅ
勞
働
者
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由
た
る
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S
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得
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云
ふ
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.、
,氏
が
他
の
個
所
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れ
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總
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'
雜

錄
シ
ヨ
オ
ル
中
心
t
し
て
觀
れ
る
フ
5

ヤ
ン
社
會
_

連
勤

是
ょ
り
先
き
一1

月
二
十
九
日
S

旣
存
の
社
會
主
義
画 

體

：D
e
m
o
c
r
a
t

o,Federation 

に
猢
し
て

友 

ぶ

『
Democratic Federation 

の
小
册
子
及
び 

H
y
n
d
m
a
n

 

の
演
說
に
用
ひ
ら
れ
た
論
說
並
に
言
葉
に
全
然」

»
す 

る
S
い
ふ
わ
け

で

は

な
い
；か
本
#
はDemocratic Fe- 

deration.

は
有
益
な
仕
事
を
行
ひ
つ 

>
あ
&
ヽ
又
同
靑 

金
按
助
に
値
打
す
る
も
の
^
考
へ
る』

ビ
云
ふBland 

の
動
議
が
滿
場一

致
で
可
決
S
れ
た
。
@

i)

(

註 
一)

D
a
v
i
d
s
o'

°
は
蘇
格
猢
吵
'小
作
人
0
家
に
生
れ
.米
國
に
渡
つ 

て
哲
學
倫
理
等
，の
硏
究
及
び
學
校
の
經
昝
な
ど
に
從
碟
し
て
ゐ
T; 

思
想
家
で
あ
る
0「

彼
は
凡
て
の
改
#
4 .
自
已
の
吹
'̂
ミ
い
ふ
祺
じ 

一

根
據
を
廣
く
倫
理
的
無
政
府
主
義
者
で
あ
つ
?;J

s
e
e
r
.
H
i
s
t
o
r
y

 

of British s
l
l
i
s

日
.vo

l
'

 I
-

又『

彼
の
社
會
虫
義
It
政
治
的 

.

經
濟
的
i
い
ふ
1
リ
寧
る
道
徳
的
种
#
的
で
^
つ
f:」

丨 

へ

History 

o
f 

J
r
p

2:
p 
ロ 

s
o
c
i
e
t
y
v
w
.
s
.

'I
.
^
c ゐ
るo 
ン：

(

註
ニ) 

F
l
a

 S0 aet3 r
u

就
て
管
前
ド
は
避
非
八
十
年
代
の 

英
國
社
會
ホ
：
義
連
励
极
興
の
先
飯
と

^

つ
れ
H

i
日an 

.の 

soclai Democratic Federatioa 

に
關
し
<述
ベ
な
け
れ
ば
■/

/

?
述
-さ
れ
る
^
_て
あ
つ
.れ
，の
'^
兹

|:
:は

^

2,
げ

£
&
ブ

と

直

接

项

.
^
あ

I

第

七

號

1
I

〇 

る
部
分
以
外
、は
全
ぐ
略
し
|;
©

.*
-
0わ
么
0

又
拙
稿
|:
於

て

I

? 

か
屮
心
と
t£
t'W

h
a
w

 

$

ん
.だ
の
It
P
E)

i

s
を
歴
犯
的>; 

見
る
撝
合
|:
は
此
の
方
が
適
裕
と
忍
つ
?:
か
ら
で
わ
つ
ズ
、

一
的 

の 

v/l
r
會
主
^

^
5
.し
.て
^
1

<-叫
は 

W
G
'
c
l
)

と 

S

 
一

i
a
w

 

. 

ilx
.'-
b
'
^

マ

に

な

ら

^
で
あ
ら
ぇ
尙
參
考
窗
は
.
^
^
?
!
!

'̂
!
:。̂

of.Fabian.. 

oociety.

c/
n
a
w丨Th

e

 Fabiaa 

s
o
c
i
c
t
v
1
v
^

yl
i

?

^

^

o

Tracts,

H
e
n
d
e
r
s
o
n

 
丨Be

r
p
a
r
d

 

s'hiw. 

B
e
e
r

 

‘ 

nistorv 

of 

British 

socialise vol. 

I
I

及
び
小
焱
敎
授
の

.F
a
b
ll:
閱
係 

能 

論
文
等
で
あ
る
。
 

.

,

I 

= 

'

五
月
拾
六
.0
に
初
め
てBernard 

S
h
a
w

.は
ぼ
:̂

目 

の
會
へ
出
席
わ
た
。
彼
は
：Tr

a
c
t

第

j

駆
の
發
行
さ
れ 

る
ま
で
協
會
の
存
在
す
ら
知
ら
な
か
つ
た
樣
で
あ
つ
て 

(
H
s
d
e
r
s
o
n

 
丨 op. 

d
t
、，
p. 

S
2)

.九
月
五
日
に
畲
員
R 

選
ば
れ
た
が
、
實
は 

Democratic 

Federation 

” 

j

a 

會
レ
や
ぅ
ビ
し
て
-®
た
.の
を
協
會
の
方
へ
入
る
樣
に
な
' 

つ
た
の
で
あ
る
。
併
し
何
に
も
雨
者
の
主
_
綢
領
の
如
：
 

何
を
考
へ
て
變
M
し
た
の
で
は
な
く
彼
の
様
な
知
識
や 

嗜
癖
.

の
：：

者

に

は

協

會

の

泼

が

.让

か

ら

う

と

い
.ふ
樣
な
.成
'

が
し
ft
か
ら
で
あ
つ
れ(

s
h
a
w
t
i
r
a
b
i
a
n

 

Society 

p. 

4
>

 S
H
a
w

は
一
八
$
六
ヰ
セ
月
ー
一
十
六
日
に
愛
蘭
の
_
 

D
u
b
l
i
n

 

'
に

生

れ

整

ハ

才

，か
ら
一
一
十

1

才
ま
で
土
地
管 

理
人
の
事
務
所
に
歷
'は
，れ
て
ゐ
た
がj

,A
七
六
年
母
の「： 

後
を
追
ふ
て
偸
敦
に
出
れ
。
彼
の
眞
の
生
涯
の
始
つ
た 

の
は
：ー
入
七
九
年
の
冬
か
&
で
必
つ
れ
卩
彼
は
友
人
に 

誘
は
れ
て
麟
論
、俱
樂
部Neletical s

o
c
i
e
t
y
!

に
出
て
み 

た
、
そ
し
て
入
會
後
數
週
間
し
て
或
討
論
に
際
し
て
彼 

の
非
常
な
注
意
を
引
い
，た
#'
年

が

あ

つ

；
た

：『

そ
の
若
者 

は
そ
の
討
論
に
關
す
る
，有
ゆ
る
* :
を
知
つ
て
ゐ
た
。
を 

の
常
の
誰
ょ
り
も
ょ
ぐ
知
つ
てゐ
れ
し
又
仑
の
問
題
 ̂

關

す

る

書

物?:
饋

ん

で

ゐ

た

(
H
e
n
d
e
r
s
o
n
-
o
p
.

 

cit, 

p. 

9
3
)
：

之
は
當
年
ニ
十T

才

のS
i
d
n
e
y

 

W
e
b
b

で
あ 

つ
た
0;S

k
w
,

は
彼

結
ん
だ
事
を
彼
め
一
生 

中
で
や
.つ
た
一
番
賢
明
なこ
ビ
だ
ク
た>

o

語0

て
ゐ
る 

f
i
d
.

)

彼
は
軍
に
同
じ
樣
な
猶
類
の§
巴
8
矛
巴S

o
c
k
t
y

 

に7P.

入
b
、
斯
く
て
此
期
間
化
於
て
其
知
識
見
聞
は
非

常
に
發
達
し
た
が
當
時
は
尙
經
濟
學
に
關
す
る
知
識
は 

全
く
持
れ
な
か
つ
た
の
で
あ
つ
て
是
に
注
意
を
向
け
る 

機
會
が
新
た
に
到
來
し
た
。

一
八
八
ニ
年
八
月H

e
n
r
y

 

G
e
o
r
g
e

が
愛
蘭
で
'Fe

n
i
a
n

の
代
表
者
だ
と
い
ふ
嫌
疑 

で
捕
純
^
.れ
、
各
^S

は
之
を
大
い
.に
反
駁
し
、
終

 ̂

は
_

會

の

間

題

ビ

ま

で

な

り

彼

の

progress 

and 
p
?

 
v
e
r
t
y

は
大
評
判
s
な
つ
た
。
併
しG

e
o
r
g
e

は
«
に
土 

,地
單
稅
論
宣
傅
の
手
初
め
に
愛
蘭
い
來
た
の
で
あ
つ 

た
：:0

.
之

ょ

り

先

き

W
a
l
l
a
c
f
e

が
主
.

V
；

な
つ
て|

八
八
一
一 

年
の
初
め
偷
敦
に
出
來
た'Land Nationalization 

sor 

ciety

は
此
期
^
際
し
て
九
月
五
日
に
0
€
0(3
6
.の
講
演 

會
を
開
催
し
れ
。
此
講
m

♦か

の

一

.生
に
大
變
化
' 

を
來
さ
せ
れ
の
で
あ
る
。
彼
の
嘗
簡
の一

節
に
は『

八 

拾
年
代
0
初
め
の
或I

夜

'.‘
、
.

*

私

は

偷

敦

の

Fardng- 

t
o
n

街
の
記
念
館
で
一
米
人
の
土
地
問
題
に
關
す
る
演 

說
を
聞
い
れ
。
私
は
彼
が
米
人
^

S
い
ふ
J
を
知
つ
穴

第
十
五
•卷

(
101,1.

三)

雜錄ジ日贪
如中心と

t
y觀れるフ

ai
ピ
ヤ
シ
随
會
主
翁
運
動
第
七
镟



第
十
五
盤

(
1
〇
JJ

四〕
の
.は
彼
の
ょ
ィ
用

aる
必
.然
.ぬ
い
：ふ
言
葉
を
尻
上
&:
:に
：
 

1:
^
で
ゐ
，た
か
&
で
あ
.る

,0
•
:
私
は
g
a
.
の

.「

愛

爾

土

 

地
問
題」

を

且

つ
て
.讀
ん
.だ
以
外
に
は

經

濟

土

の

見

地

 

か
&
社
會
問
題
を
研
究
し
拕
事
0
な
い
靑
每
た
つ
た
« 
: 

演
說
を
聞
き
接
待
係
の

一

人
か
&
六
片
^
_

^eぅ
し

て
 

そ
れ
を
持
合
せ
て
.ゐ
た
か
忍
れ
て
し
ま

つ

^
が
m

. 

で?rpgress and Poverty
を
質
つ
.た
：結

果

私

は

經

濟 

學

の
#
究
^
突

進

し

そ

の

時

か
-̂
社

翁

虫

義

者

に

な

つ
 

a

^
述

..ベ
て

，.
ゐ

る(Hend-ers
'glop

、cit: - 0

.̂ 

0

 CSOHemy George

の

感

化

を'受

け
の̂

は

.# 

ば

か

,6
:.で
_
く

、

-.
o
s
r
g
e

の

貪

ビ

，
依

れ

：
樓

ご

.
共

に 

社
會
躯

鼢
-k
參
加
し
た
者
の
六
分
の
5:
は

'
$
。
卷

の
 

影
響
を
受
け
穴
爲
め
で
あ

つ

々(

'&
:

d,^; 
I5fe
‘

•■
!
.
_ 
間
も
な
く 
彼
は
，

Democratic Federation'

の
或
席
で 

彼
が
社
會
救
濟
の
福
音
ぢ
信
じ
て
ゐ
る

.

Geors.

わ

.^

.
 

^
>た
：樣
な
平
段
を
何

-̂
採

ら

ぬ

か

7..
ビ
鐵
員

^
詰
間
し

. 

た

.:
?

1員
は
、̂

鹿

に
し
た
檬
に
答
へ.；
^

.の
資

-y
日
オ
^
中
心
と
し
て
觀
れ
ガ
フh

ビ
ヤx

社
會
生
義
趣
動

n
七
魏

A
論
^
靖
み
た
走
^』

彼
は
大
英
簿
物
艙
0
圖
書 

室
•で
佛
,
の
_
本
論
を
賴
み
始
め
た
が
、
.彼
の
：忠
吿
猶 

は
：自

分

：達

が

讀

ん

で

‘ゐ

な

か

つr.
2
の

で

却

つ

て

恐

縮

.し 

た
そ
ぅ
で
あ
る
。 

'
 

斯

く

て

ひS
名

は

後

摩

W
i
c

一

csteed 

R
對

し

てMa
r
x

 

を

辯

0
 

J
e
v
i

の
.最

後

效

用

說

に

據
c
vro

W
o
a
^
f
o
o
l
^
. 

Federation 
の
.
徒

に

對

ル

て

 s
a
n
e

.の
^8

說
を
論
駿
す
名
^

^
來
.：名
'ビ
：い
：
ふ

肯

..
U
:含 

s
a
r
x

 

k對
す
る
綠
は
結
ば
れ
た
の
で
ぁ
る
。
 

.
‘
協

會

ぬ

入

會

後

办

月

千

五

芄

料

に

橡

の

爲

し

ぬ

馨

の
 

讓
は
ゼ
备
第
ニ
號
ゼ
じ
て
：發
表
？
れ
.た『

宣
言
靡

^
ぁ

る

。

：*;; 

.

' 

. 

•-

.

.

.蓮

I

.は
彼
等
1

4

の

變

最

を

普

及
“

B
つ
、
.そ
の
：.實

際
0
效
果
を
.論
饑
す
る
..爲
め
，の.则
體
で
：

あ

る

o即
ち
：
,
.

,.
'

.

.
 

'

«
在

の
'狀

態
..で
«
,
^
«不

名

卷

な('
>し

で

ば

^
#
,
し 

得

:^
,又

本

宰.な
.べ

:1
^
:は
.抛
_
す
：
漆#
务

出

乘

な

ぃ；0 

.

毋

女

共k
自
身
の
勞
慟
に
0
つ
て
彼
等
の
慾
望
を
^
 

す
事
が
國
民
各
自
の
■義
務
で
*
る
a 

.
/

 

，/、國

內

の

土

她

及

び

資

本

を

生

涯

、

利

用

す

る

の

は

を

.
 

，の
國
內
に
生
れ
た
各
個
人
の
生
.れ
な
が
ら
.の
權
利
で
ぁ 

.患

：
ff
u
し
て
此
4
れ
な
か
ら
の
權
^
を
實
行
す
る
に
は
'
 

そ
の
行
使
を
欲
す
る
人
以
外
の
^
ん
な
個
人
の
意
志
R 

も
左
*
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い

o 

、，

,現
制
度
の
樣
R

s

wの
土
地
及
び
資
ホ
を
私
人
に
®
 

ね
る
制
度
仍
著
し
い
結
梨
^
し
て
一
方
^
は
非
常
に
食 

慾
が
ぁ
々
な
が
ら
食
儒
の
な
い
.
«ど
、
' 他
方
ね
は
非
常 

匁
驗
速
が
ぁ
り
な
が
ら
食
a
た
く
な
い
者
ヒ
：の
S

に
相 

徽
視
す
る
階
溆
奶
社
會
を
分
け
る
檨
^

甘
づ
た
。
國
內 

の
土
地
1

私
人
に
委
ね
た
ら
出
來
.る
だ
け
改
善
す
る
だ 

6

ぅ
^
云
，ふ
m

a
は
彼
等
が
^
な
し
て
そ
れ
を
最
も
惡 

く
し
て
む
^

う
た
の
で
：

c

ff
i

じ
ら
れ
$

な
つ
ft「

斯
く 

て
何
等
か
の
方
法
で
土
康
を
倒
有
に
す
る
事
が
國
家
の
. 

任
務V
J

な

つ

れ
,0

ノ
發
明
を
獎
腳
■し
又
を
の
利
益
を
出
來
る
だ
け
公
雄

y 

方
法
で
分
配
す
るv

 S

ふ
様
な
事
を
資
本
主
義
が
偕
稱 

:す
る
の
は
拾
九
世
紀
の
經
驗
に
因
つ
て
信
じ
ら
れ
な
ぐ 

な
つ
て
し
ま
つ
た
。

:
現
制
度
の
樣
に
國
內
の
產
業
を
競
爭
0
行
は
れ
る
ま
.， 

>

R
し
て
® 
く
事
は
僞
造
不
正
取
引
及
び
非
人
遒
を
敢 

へ
て
さ
せ
る
樣
な
結
果
釔
生
.じ
る
。
.

生
產
者
間
の
競
爭
は
：朋
ら
か
に
公
衆
に
對
し
最
も
滿 

足
な
往
產
物
を
#

3
せ
る
の
で
ぁ
る
か
、̂
、

.國
家
は
全 

カ
を
蕺
し
て
谷
方
面
の
生
産
に
於
て
競
爭
し
な
け
れ
ば 

な
ら
ぬ
。
 

： 

: 

d
郵
便
の
獨
占
を
犯
す
刑
罰
や
養
育
院
や
®
獄
の
：勞
働 

を
市
’場

か

ら

撤

：退

す

る

，
な
：
ゼ

」

自

由

競.爭

に

對

す

石

.
抑

制 

は
廢
さ
れ
な
け
れ
ば
^
ら
ぬ
。 

：
，

’
ど
ん
な
部
類
の
淹
業
も
沖
央
政
府
仗
ょ
っ
て
珩

说

れ

 

何
等
か
の
利
益
を
納
め
ら
れ
る
.替
が
な
い
。

國
家
の
歲
入
^

は
直
接
稅
が
赋
課
8

れ
《
け
れ
ば
处

¥

芄

猞

c
l
o
u

五)

.
雜

.餞

5/
ョ
贪
か
中
心
と
レ
て
觀
れ
る
フ
土

>
ャ
>
社
會
生
義
連
動
奪

號

| 

一
 

H



，第
*

r..
a
t怨

X
I
'
O
I
H
O
"

 

:

.

M

錄

シ

ョ

：ナ
か
中
心
と
.ム
て
觀
六
る
フ5

ヤ
シ
放
會
主
義
連
脚

。
''M
し
て
中
，炎
政
府
は
彼
等
が
管
理
す
る
產
業
の 

收
溢
を
雜
分
な
ぅ
•'
^

^
國

0
充
實
の
爲
め
保
留
す
る
樣 

ぬ
法
#
上
の
權
利
を
持
つ
て
は
，な
ら
ぬ
。「

:

\
國

家

は

各

兒©*
が

そ

の

本

來

の

養

育

者

の

專

制

或

は 

怠
慢
の
避
り
ら
れ
る
様
に
兒
童
に
對
し
て
幸
福
な
家
庭 

令
給
す
る
爲
め
私
人—
特
'R
そ
の
雨
親
ビ
爭
は
ね
ば 

，
匁

ら

ぬ

。、

:',:̂

子
は
女
子
に

對

し.て
；
自

己

を保
讓
す
る

爲

め

最

早

、 

特
殊
な
政
治
上
の
特
權
を
必
要
ど
せ
ぬ
か
ら
ダ
*
は
今 

:後
平
等
の
：政
治
上
の
權
利
を
享
有
甘
ね
ば
な
ら
ぬ
>
..

^
ん
な
個
人
1
彼
等
：の
兩
親
或
は
他
の
親
族
が
_
家 

に
盡
し
た
勸
功
の
酬
で
特
權
を
享
荷
す
る
^
い
ふ
事
は 

出
來
な
い
。

0
攔
家
は
自
甶
敎
育
、：
並
に
各
自
に
對
し
國
家
產
業
に 

均

等

狀

與

る

事

の

出

浓

る

：
保

證

を

'
し

な

け

れ

ば

な

ら
 

ぬ
。

#

、

現

存

の

政

府

は

國

家

^

^

自

稱

す

る

權

利

を

持

っ
 

て
居
な
い
。 

.

、

吾
々
は
現
在
.，の

樣

な

苦

痛

な

時

代

が

も

ぅ

j

世
紀
又 

-

來
る
位
な
ら
內
亂
の
起
る
方
が
饞
で
あ
る』(pease

丨

O
P
. 

q
r
p
p
. 

41-43)

此

『

宣
言
書』

の
內
容
は
後
のFabian 

に
見
る
様
な
實
際
的
な
所
は
な
く
漠
然
れ
る
、
土
®
と 

資
本
、產
樂
ど
競
爭
、個
人
S

國
家
ど
い
ふ
樣
な
袖
象
論 

で
あ
っ
て『F

a
b
i
a
n

の
創
設
者
達
は
後
に
は
革
命
主
義 

に
‘斷

然

反

對

す

る

檨

に

な

っ

た

が

當

時

は

立

憲

政

治

主 

義 

い
ふ
樣
な
事
は Social 

Democratic 

Federation 

或

はSoialist 

L
e
a
g
u
e

の
示
威
運
動
ビ
同
樣Fabian 

の
會
で
は
殆
ん
ざ
聞
れ
な
が
つ
た
。
要
す
る
に
彼
等
は 

1
一一
年
間
はSocialist L

e
a
g
u
e

同
樣
無
攻
府
主
II
的 

で
あ
り
又S

.

け
.

.̂
同
樣
革
命
的
で
あ
0
た』

(

5
1̂
ミ 

—

 op. 

cit, 

P
4
)

又
後
に 

Kropotkin 

一
 

派
の
.機
關 

F
r
e
e
d
o
m

の
編
輯
者
fc
な
.つ
た
ら
し
たW

i
l
s
o
n

夫
\

倫
：敦

.の
煤
煙
か
偷
敦
の
天
候
だ
ど

.稱
し

得

ぬ

ビ

同

の

加

：入
：に
ょ
つ
"て
' 

I.
時
無
政
府
主

_
熱
が
^
ん
に

•!

— 

I 
_ 

.
 

I
 
I 

•
 

_
_ 

_
_ 
.
 

•

• 

-I 

.

.

. 

' 

• 

i 

• 

< 

• 

_ 

-

^
7 tit
 
2C0
 

4 t
 
J/.
 

1
I
T
J 

.
i
f 

-

l oi
I
fe

i

た
.事
V

办
る
。(Ibid p

:

 3
.
)

然
ら
«
何
飲s. D. F

或

. 

は

Socialist l
e
a
g
u
e

 

:

に
合
併
し
な
か
つ
た
かW

い
ふ 

ー
に
外
面
に
表
は
れ
た
理
由
は
ぼ
設
尸
必
凡
て
が
中
流
. 

階
級
で
あ
る
の
に
彼
等
は
全
く
»
產

者

©

級

で

あ

つ

た 

;か
ふ
で
；
.2
)
.る
。
.併
し
そ
の
眞
因
た
る
理
論
上
の
相
違
は
- 

當

時

は

求

だ

表

は

，
れ

な

が

つ

た

の

，で

*
るo(Ibid 

p. 3)

!

八
八
五
年
.■月11

日
にS

h
a
w

は
實
行
凌
員
に
選 

ば
れ
一
九 
一
|
年

そ̂
の
地
位

去̂
る
ま
で
實
際
上

 ̂

主
®
者

t
-L
て
拾
餘
のH

r
a
c
t
s

を
著

は
す
S
共

に
協 

會
を
代
表
し
で
對
外
交
涉
の
任
^
當
ぅ
或
は
チ
^
囘
の 

-

演
說
釭
行
ふ
等
社
會
運
動
0:
爲
め
に
©
動

し

た

が

®

の 

最
も
大
き
な
功
績
はS

d
n
e
y

 W
e
b
b

 

.
を

社

會

運

動

に 

誘
つ
权
事
で
あ
る
。
3
ぼ
_

は

M
a
r
x
:

が

資

本

論

.で 

Blue 

B
o
o
k

を
利
用
し
て
英
國
の
經
濟
的
發
達
に
つ
r
 

て

詳

細

な

硏

究

を

遂

げ

て

，ゐ

る

の

R
深
く
感
動
し
、
斯 

く
の
如
き
材
料
を
巧
み
^
利
用
‘し
^

4

0&

を
著
は
す 

に
は
ど
う
し
て
も
誰
れ
か
の
助
力
を
得
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
考
へ
れ
時
直
に
想
超
：，し
|2
の
はZeletical society 

の
：We

b
b

 

.
の
事
で
あ
つ
れ
。
生
字
引
の
樣
な
彼
の
拨
. 

肋
を
得
や
ぅ
ど
思
つ
て
そ
の
入
會
を
.說
付
け
た
の
で
あ 

る 

o 

(Henderson.—

0.
P dt., 

D. 

1
0
6

 
ン

W
e
b
b

は

|

八
八
五
年
三
月
ニ
十
m

R

T
h
e

 
W
a
y
:

 

out:

と
い
ふ
演
說
を
し
五
月|

日
に
會
員
に
選
ば
れ
れ
。 

彼
は
\
5
!
^
\
^

の
目
阶
R
充
分
役
立
つ
た
ば
か
り
で
な
く 

彼
等
一1

人
は
互
に
そ
の
短
所
を
補
ふ
を
船
て

(
I
b
i
d
)

協 

會
を
L
て
今
日
あ
ら
し
め
る
^
至
つ
た
。

•
 

0

•

,
.當
時
英
國
に
於
け
る
社
會
主
義
運
動
は
急
激
に一

般 

の
注
意
を
引
く
欉
に
：な
つ
れ
。
そ
し
て
若
し
社
會
主
義 

者
中
.か
ら
立
候
補
者
が
あ
ら
は
る
れ
ば
勞
働
階
級
の
消 

權
者
は
擧
つ
て
投
W
Iす
る
^
ら
ぅ
S I

般

^

考

へ

ら

れ
 

て
ゐ
-

K

の
で
一
八
八
2£
年

一月
.‘の
總
選
擧
に
は

Co
, 

b
, 

F
.
「

か
ら
一1

人
立
候
補—

保
守
自
to
兩
灑
の
大
な
る
注 

‘意
を
喚
起
し
た
。
.

第
十
五
卷(

l〇
‘r
,
i
七)

錄

：
シ
日
太
な
中
心
と
し
て
觀
れ
.る
フH 

yャン'
社會主親運動第七號一一.
五



第r*

五

潘

(

l
o
l
A

)

：

雜

錄デョ

71
*
か
中
心
々
Vし
て
觀
れ
る
プ
§

ャ
ン
社
會
主
鐘
動
第
七
號 

一

r
ハ

'

.『.
1

八
八
五
年
に
は
會
員
が
四
拾
名
だ

.つ
た
ビ
云
へ
ば
，

ft
彼
等
は
ニ
候
補
者
を
偷
敦
に
立
て
た
。
そ
し
て
_

丨 

F
a2:
a
n Soeiety 

が
？
ん
な
も
の
*た
つ
た
か
.充

分

わ

か

s2Jms 

君
は 

H
a
m
p
s
t
e
a
.
d
T
1
"
+
^
M
F
i
e
l
d
i
n
p
-

逍 

る
た

ら

ぅ
。此
年
吾
々
はS. 

p R

 

S
の

間

の

隱

れ

た

はw
e
m
l
i
n
g
t
o
n
.

で
三
十
一j

禀
得

ft
o又
當

時

の

.
一

政

 

相
違
を
發
見
し
得
t
事
：件

が

起

つ̂
。
今

$
同
樣
當
時
.
黨
が
反
對
黨
の
投
禀
を
減
ず
る
爲
め
彼
等
の
選
擧
费
を 

i Federation

の
政
策
は
階
級
鬪
爭
の
存
在
を
.認
め
、そ

j

支

辨

，し

れ

事

を

彼

等

は

隱

さ

5

S
は
し
な
か

，つ

た

。
：
柚 

0
.上

に

立

て

ら

れ

て
.ゐ

た
.。
'餅

し

ぞ

の

頃

吾

々

：
は

今

！f 

j

象
的
な
道
徳
家
の
見
地
か
ら
は
之
に
對
し
て
何
ん
ざ
も

そ
の
：
問

題

に

對

し

て

考
案
す
る
樣
に
顧
逋
で
は
な
/
N五2 

々
は
爆
彈
が
封
建
制
度
を
破
壞
し
ぬ
■
.

に
ク
資
本
主
義
.
 

P

度
も
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
が
發
明
.S
れV

.

は
永
ぐ
存
麟
出 

來
なS

ビ
勝
手
な
聚
を
云
つ
て
ゐ
犮
。
y 

:

吾
冷

は
ダ
イ
ナ 

マ
イ
ト
主
義
者
で
あ
つ
た
わ
け
じ
や
な
く
實
際
こ
の
理 

論

の

不

合

理

な

事

は

吾

々

が

如

何

{:
爆

彈

に

實

際

靡

じ 

て
ゐ
な
か
つ
た
か
を
#
し
^
々
る
。
併
し
吾
々
は
.爆g

 

.が
封
建
制
度
を
破
壤
し
允
ごS

ふ
事
は
歷
.^
的
事
實
だ
，
 

ビ
考
へ
又
資
本
家
^
之
を
想
起
さ
せ
る
の
は
藥
だ
ビ
稃 

.へ
て
ゐ
た
。
.所
が
舞
にFederation

が
階
級
鬪
爭
說
の 

:目
覺
い
實
i

動
を
演
じ
.だ
。」

八
八
五
年
の
總
選
擧

反
駿
.し
欉
が
な
か
タ
れ
ァ
な
せ
な
ら
社
會
主
義
者
の
政 

j治
的
手
腕
は
長
い
間
非
社
會
主
_
象
間
の
黨
淨
を
利
用 

し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
は
明
か
で
あ0

.

た
か
ら)

：
；

.*

又
保
守
黨
か
ら
資
金
を
贳
ぅ
の
は
自
由
黨
か
ら
貰

^

ょ
り
惡
い
ビ
い
ふ
樣
な
考
は
自
由
鐵
的
な
#

へ
方
で
社 

會
主
義
漭
の
考
で
は
な
い(

註
、
此
迦
擧
费
.は
.保
守
黨 

か
ち
出
*)

•
:
.
.

 
•
!&
選
擧
の
*
る
ま
で
はFederation 

■は
公
衆
及
び
政
黨
に
は
漠
然
大
き
な
も
の
^
想

像

れ 

て
ゐ
た
の
で
あ
つ
た
。
保
守
黨
が
偸
敦
..の
社
會
生
義1.1 

候
補
者
の
選
擧
费
を
支
辨
す
る
だ
け
0
價
値
が
あ
る
せ 

■考
へ
た
康
-で
も
姻
ふ
か
た
わ
か
る
。

選

擧

以

後

肚

會

主

l̂
uf̂
rĥ
v.LL.hL.t 

i yu-l-Ll:-

へ：

-
J
J
J
)

-
0

義
者
は
選
擧
R
關
す
：る
範
.阖
で
は
.全
.く
顚
慮
す
る
^
足

.. 

.も
ぬ
i
い
ふ
事
が
知
れ
た
0 

:

:

:ざ
つ
ち
が
多
ぐ
#
 

鹿
を
み
ね
か
。
保
守
1
は
金
を
出
し
た
§
り

.で

何

に

も 

得
す
社
會
主
義
者
は
何
：に
も
得
：ぬ
i

b

Mく 
>:

彼
等
の 

'評
剑
を
犠
牲
に
し
た
。
>:
:
:
:
:
,
ニ

決

議

が

I

s

.
 

s
o
d
e
^
^
s
o
c
i
a
l
i
s
t

 

Leagiie 

か
ら
發
表
^
れ
-f2
o 

.. 

Fabian 

の

は

'.
:

「

社
會
主
.
_候

補

者

の

選

擧

費

の

支

辨

に

，保

守

黨

か

ら 

.
#

金

が

貰

つ
た

S
/
D
.
:
F
.

の
評
議
員
會
.の
行
動
は
英 

國
社
會
主
義
運
動
の
對
面
を
'
:汚
ず
も
の
ビ
考
べ
.る
。
> 一：
 

八

八

五

年

十

一

1

月
四
日」

.
_
;又へ
^
&
{
§」

ビ
は
色
彩
を
著 

-

し
く
異
に
し
t2s

o
c

p-list L
e
a
g
u
e

 

:の
，決
議
は「

s
R'
i
a
- 

Hst 

.
L
e
cs
'
u
eの
.此
備
敦
會
員
の
會
議
ば
ff
l
i
t黨
.の
名
*

,
:̂
»'
る
0 '
或
會
員
の
行
®
を

'自
«
し
て
«
歎
^
»

.へ... 

ず
，
而
し
て
此
最
近
'0
行
®
に
關
し
不
名
®
な
る
魏
員 

の
政
策
を
非
雛
す
る
，随
體
奶
賛
意
を
表
せ
ん
を
欲
す
。

•1

八
/\
,五
年
拾
ー1.

月
七
日」

そ
の
後
吾
々
は
1̂

ゐ
§
ユ
。
ロ 

$

五

盤

2
0
;
J&

雜

錄

に
敵
視
さ
れ
る
樣
に
な
り
、
他
の
圓
體
に
對
し
て
信
賴 

•す
る
に
足
る
敎
導
を
仰
ぐ
こ
ビ
な
く
自
ら
道
を
開

.te
'
せ 

ね

«
な
ら
ぬ
こ

^
を

悟

'0
た』

(
？
€泛
6
|
0?

c

r

pp. 

517
.
)此

選
擧
運
動
の
失
敗
か
'£
>Fitzergereid, 

M
a
c
d
n
?

 

n
a
l
d

そ
の
他
はs. D. F.

を
去
り
塑
年i

一
月^Socialist 

U
n
i
o
n
.

を

組

織

し

ぬ

が

僅

か

一

：ー

ヶ

年

し

か

•親

か

な

か

つ 

れ
6,

1八

八

六

年

に

は

多

數

失

業

者

績

出

の

'
爲

め

ニ

ヶ

年
 

,
に
百j

る
騷
擾
.M
起
り
，

F
e
d
e
r
a
t
i
o
n

一
派
の
社
會
主
義
* 

は
目
覺
し
•い
活
動
を
し
た
"
，偷
敦
以
外
^

^
市
に
も
暴 

:

動
的
な
運
，動
が
盛
ん
^
行
は
れ
、
白
耳
義
和
li
k
も
傅 

ー
播
し
終
妃
は
米
國
に
ま
で
及
ん
で
八
時
肫
勞
働
ビ
失
業 

問
題
と
如
ら
四
月
に
は
大
慕
動
が
行
は
：れ
れ
。
此
間
に 

あ
つ
て
'

F
a
b
i
a
n

は
大
.體
傍
«
者
の
地
位
に
立
ち
僅
か 

一.：

報

吿

書

を

出

版

し

失

業

者

救

濟

の

爲

め

'
煙

草

栽

培
 

を
や
つ
て
み
る
事
を
賴
め
、
.不

熟

練

勞

働

潘

を

收

容

..の

シ
日
方
か
中
心w

し
て
觀
t:
.
*07. 

K

ゼ
ヤ
.ン
社
會
生
義
連
脚—

第
七
號
.
.
.
.

【

一
七



第

十

五

盤

C
.10
H
0)

雜

.
錄

ジ

ヨ

-オ
を
中
心
，と
し
て
.類
?:
-
-ケフ
ェ
ビ
ャ
ゾ
-祀
|:
主
義
$
1&

第
七
號

«MO*A

八

爲
め
兵
役
の
强
制
を
說
い
た
位
の
.も
の
で
あ
っ
た
o 

';
一
«

#
は
各
方
面
の
代
ま
^
'を
^
い
て
一
八
八
六
¥
六 

，

九

日

'
か
ら
一

1
百

間

South 

Place C
h
a
p
e
l

で
資
本
： 

土
地
の
國
有
に
就
て
大
協
議
會
を
開
催
し
だ
'IT

併
し
此 

會
の
お
應
_だ
ビ
云
へ
‘る
の
は
吾
々
の
存
枉
を
-;Radical 

c
l
u
b
s

に
知
ら
せ
た
の
ど
吾
々
が
此
'ん
な
會
の
*
務
を 

上
手
に
や
っ
て
の
;»
:&
れ

名

：
っ

：
て
：事

が

わ

が

：

0

だ
だ
け
M 

.で

.あ
ク
た』

そ
の
上
模
樣
入
の
美
し
い
趣
意
書
や
眞
赤 

な
招
待
狀
を
送
つ
た
爲
めfogs 

a
n
d

 

a
r
m
c
h
a
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